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Ｆリスト：「超絶技巧練習曲」の変遷(11）

中山孝史

ATransitionof“EtudesD，ex6cutionTranscendante,,

byFranzLiszt，（IＤ

TakashiNAKAYAMA

前稿旺')で「超絶技巧練習曲」の第一版と第二版の考察をして，演奏技術の飛躍的な進歩を知

らされた．１５歳の少年註2)と27歳の青年柱3〕の較差がこれ程あるものかと驚きを覚えない訳には行

かなかった．言ってみればピアノという楽器の持つ可能性の一つをかいま見る思いであったし，

ピアニストとしてのリストの秘密を覗き見した思いでもあった．

しかし，リストは第二版を作曲した約13年後(1851年)にもう一度改訂し，その版が現在我々が

通常「超絶技巧練習曲」として受け止め，演奏したり鑑賞したりしている筆者の言う所の第三版

であり最終決定稿になっている訳である．

何故リストは手を加えたのか？いかなる内的変化があったのか？

作曲家が一つの作品を作曲し世に問う時，その時点での思考錯誤，練り直し，修正の結果を五

線紙の上で見せてくれる訳である．もし，発表した後ある期間をおいて改作するという事は，そ

の時点での自分を否定する行為にも当る訳で相当の勇気と，又それなりの説得性と，その結果の

自信がなければできない事であろうｄ

だが，リストは修正の筆を取った．いかなる理由からか？

以下，第二版と第三版を比較検討してその理由を探っていきたいと思う．

第二版と第三版の比較

「第１番」

ここで変更されている所は３箇所ある．まず第一に第１小節の１拍目の右手の部分．分散和音

の一連の動きの中に音を1個つけ加えている．これは指の運動の面から言うとほんの少し労力を

必要とする行為であるけれど，実際問題音楽上の面からすると些細な事であるUHB､)．

譜例】）
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次に第１2小節では和声の変化が見られる．第11小節から両版の和声分析すると以下の様にな
巳

る而例2)．
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結論として言えば第二版の方がこの曲の基調であるＣｄｕｒへの回帰が早く，（ディアトニック

転調)第三版ではＣｄｕｒへの回帰の中でEsdurのＶ1,Ｖ７からＣｄｕｒのＶ７という進行を見せクロ

マテイック転調の音色の変化を求めたという事になる．

次いで第14小節及び'5小節の３拍目と４拍目の左手の変更を少し考えなければならない.第二

版での(Ｃ：｡V・)の和音のアルペジョ奏法より第三版のＡｓ音のオクターブ音の方がＡｓ音の意識

は強いと言える．つまり前者は確かにＡｓ音が２個あるけれども時間的にほんの少しのずれがあ

る訳で，同時にＡｓ音を２個オクターブ轡かせる第三版の方がより次のＧ音への半音下降を意識

させるのに有効である．Ａｓ→Ｇの動機をより鮮明に印象づける効果があると言えるのではない

だろうか．その後左手の２度下降動機は続く訳で，動機提示という役割を充分発揮している”3)．

鬮例３）

夢三三／…
第三版第二版

最後に第22小節の２拍目～4拍目に注目する．和音はＣｄｕｒの1Ｖで何ら変更はないが，第三版

では右手に和音構成音を増加して響きの払大化を図り，左手の和音のポジションをｌオクターブ

移動する事によって響きの立体感を生み出している．第二版の単に高音部と低音部の響きの対比

以上に，中音域への音の参入という事でオーケストラ的響きをピアノという単一の楽器で表現し

ようとした証左ではなかろうか．そして，その考え方は最後のＩの和音(第三版)のアルペジョに

受け継がれている”4)．

まとめてみると，この曲は非常に即興性の強い短い前奏曲であるが，急速な指の運動だけに止

どまらず和声の大胆な提示(第９小節～１０小節)のゆれ動きの結びとしての和音変化(第12小節)，

及び動機提示の強調，又響きのより拡大化といった点に改訂の意味が見い出される．
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譜例４）
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「第２番」

この曲では前の第１番とは大分様子が違っていて，かなり手を入れられている．まずテーマの

フィギレーションが技術的にかなり簡素化されている．第二版の右手の複雑な運動はなくなり，

単に両手の交互の連打に改められ演奏は非常に容易になった田岡5)．

譜例５）
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もしリストがピアノ練習曲の極限を望んで第二版を改訂したとするならば，これは明らかな退

歩であり注目しておかねばならない大きな点である．実はこの所業は全曲を通じて色々な所で散

見できるもので，結びの項で考察を加えることとして，今は事実を示すに止どめる．

次に第二版の第１O小節は第三版ではｌ小節延長されて第１O～11小節に当るが，ここでは序奏の

両手交互の打鍵運動(トレモロの効果)に変更されている．どうやらここまで見たところ第二版の

色々な違った運動性を，第三版では両手によるトレモロ運動に変化させ，その事で曲の統一を図

っている様に思われる．この観点から曲を見ていくとより明確にその事が実証できる．第二版の

第皿小節及び第１2小節の左手に出てくる、「の音は第三版では省略され，冒頭の動機Ｙｍｒの

みを提示しているに過ぎない．だがその事によって動機処理を明確化している■例6)．

譜例６）

【薑臺1鬘藝二二二
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又第二版の第13小節の右手は半音階を伴う二声体の動きをするが，第三版ではほぼ単声のしか

もジプシー音階を取り入れ音色の多様化をねらっている．（譜例６参照）

第二版の第22小節～25小節の技術は左右両手共にある意味ではピアノ演奏に高度なものが求め
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られているが，第三版では比較的単純なトレモロ運動と両手交互打鍵の音型(序奏の音型)に変更

され，ここでも統一感を出しているIBDﾘﾏ)．

譜例７）

…~._I鐸弓

第三版第二版

その後第二版の第26小節のへ以降47小節まで，第三版では全面的に改作されている．（第三版

では第29小節のへ以降56小節に相当する.)簡単に両版の比較をすると，前者は同音打鍵，分散和

音，和音打鍵が練習のねらいとされているが，後者は一貫して両手の交互の打鍵運動が支配され

ていてこの曲の中間部があたかもソナタ形式の展開部のような動機処理(テーマの音型)に終始し

ている届例8)．

第二版で見られる演奏技術の困難さは氷解している．

又，第二版の第75～76小節及び第７,～80小節の跳躍進行を伴う和音打鍵が第三版での一つの大

きな統一要素である両手の交互打鍵運動に改められ，ここでも演奏技術の容易さがよく解る宙例，)．

この曲の第三版への改訂の意図は次の様に言える．より高度な，より困難なピアノ演奏技巧を

有らん限り提示した第二版に較べ，第三版では曲の構成上省略できるものは省略し一つの統一さ

れた意志を表現する為に両手交互による打鍵という要素のみを全面に出した．その結果，演奏技

術の面から言うと第三版は第二版より平易になっている．

「第３番」

第二版にはなくて第三版の冒頭に指示されたものにunacordaがある．曲想は田園調で杼情的

な雰囲気が全体を支配している訳で，第三版ではその性格をより明確にしたいと思う結果が弱音

ペダル使用の指示になってきたと思われる．その大きな拠所は第二版の第８Z小節～103小節の省

略である．この部分は曲首の指示テンポpocoadagioとは大幅に違いｐ｢estoagitatoassaiと指示

され，技術的には急速な和音打鍵，左手のオクターブによる分散和音奏法が主となり，音型的に

は中間部(第37小節)の冒頭の旋律の展開より成っている岱例10)．

楽式上はA-B-A'の３部形式より成り，第三版で省略された部分は中間部の終りに位置し一

つのクライマックスを形成している訳だが，余りにも技術誇示(急速な運動，力強いタッチ)に片

寄り過ぎている為牧歌風な雰囲気にはふさわしくないとの判断が働いていると思われる．Ｂの部

分のテンポ変化(Unpocopipanimatoiltcmpo)だけで充分対比を得る事はできる．

上記の理念からすると他の改訂部分もより説得力を持って我々を理解せしめる．第三版の第１

小節と第３小節で見られるアルペジョは柔らかさとゆるやかさを生じ，空間と時間を意識させ田
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譜例８）
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鬮例１０）
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園風景の想起に一役買っている閲例'1)．

このアルペジョ効果は第１O小節，第12小節にも見られる．

又,その空間の意識という点から見ると第33小節～35小節の右手の進行の比較は興味深い噸１２)．

譜例１２）

鑿壽壽薑篝壽臺臺 ：壽壽臺壼薑薑j：
筐臺重臺壼j壼董：

第三版第二版

第二版では右手のオクターブによるＦ音(鐘の響きのデフォルメと思われる.）が一気に２オク

ターブ下降して楽節の終りまで奏されるのに対し，第三版ではＩオクターブずつ２回に渡って下

っている．その遠近感の細かい気くばりは，やはりこの曲のイメージである牧歌調を一貫して示

そうとするリストの態度に他ならない．第65小節～70小節の楽句の左手の和音にも同様な意図が

読み取れる朋例'3〕．

蘆
「－

=－．－－:＝ﾆﾆｰｰｰｰﾆ

●●●●●●●￣■両乙●●●●｡｡●●●●●●｡●●●●｡●

．･－－，－－－－－－-..－石－=三一－－．－＝
■l■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■＝■■■■■￣■ﾛ■l■■■■■■■■■■■￣■■

＝＝,＝￣・~＝＝ニーーーニーー￣･￣ロロロロョーーニ
■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■

■■

。ｐ
|雪=L=＝=＝＝＝=百=＝-.=＝－

第三版第二版‘

困難な技巧を必要とする部分をやはり前面に出したがっている第二版より，一貫して曲のイメ

ージを保つ為に，より内的，精神的密度の濃さを表出の主眼に置いている第三版は゛超絶技巧〃

の名にふさわしくないけれども，リストの他の一面をより強烈に我々の前に提示している曲と成

っている．そしてこの杼惰性はリストの他のピアノ曲でも常に名人芸の裏で確固とした音楽作り

をささえる個性となっている．

「第４番」

この曲は第三版以前に一度改訂されている．（1840年に改訂され，1847年にベルリンとウィー

ンで出版されている.）ここでは1840年版も参考にして考察する．

この曲の形式はリスト自身Variationという言葉を示してもいないし，又明確に各変奏ごとに

休止を入れてある訳でもないが，明らかに主題と４つの変奏より成っていると理解して良い．第

三版でもこの事について変更は無いけれども，序奏とコーダを導入する事で曲の拡大化を図って

いる．

まず序奏であるが，連続する減七の和音の打鍵は1840年版から採られている．但しこの版の方
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では両手共一オクターブ内の和音であるが，第三版の方は10度に広げられた和音で，しかも急速

なアルペジヨ奏法(名和音にスタツカッシモの指示がある事から帰結する.)で，音色の変化は顕

著なものと成っているInFI14)．

醗例１４）
AnCBT｡.

【二二重ji量i嚢j薑
840年版

ｌ■ｌ■■

ロ■Ⅱ■ﾛﾛﾛﾛﾛⅡⅡⅡⅡmUUmIUU■Ⅱﾋﾛ

ﾛ．ｍｄ５ｄｕＩＵＵ･ｌｕＩ
麹

■■ ■■■■■
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匡毫祷語霜鑑識ヨー霊

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

第三版

更に，第三版では即興風なdmollの急速なユニゾンによる音階からなるパッセージが続くが，

第３番の曲の内燃性とは反対の外燃性の一面が強く表出されている面倒'4)．

さて，テーマに当る部分(第二版では第１小節～24小節，第三版では第７小節～30小節)の変更

は拍子と内声部の動きに見られる．前者は÷拍子で，後者は÷拍子に凝縮されている．技術的な

面から見ると内声部の変更が影響大である．又，それは楽曲構成上重要な意味を持っている．第

二版では両手共に３度の順次進行奏法で，これは第一版の動きを忠実に再現しているが，第三版

では３度の重音奏法は同じだが半音進行に変わっている．これは動機的に見ると全音から半音へ

と縮小し，拍子の凝縮と共により緊張感を高めるものと成っている．しかしその結果，左手の跳

躍進行が生じ非常に困難な技術的課題が浮かび上がってきている田例15)．

又，この半音進行が第三版での一貫したイデーになっていて，各変奏部の改訂の統一要素とし

て扱われている．例えば第三版の第22～23小節屈例旧)．（第二版では減七の分散和音より成ってい

る.）その最大の縮図とも言える第61～62小節面倒'7)．第80小節のパスの半音階面倒'８)．（第二版では

単にＢｄｕｒのIの和音打鍵のみ.)第92～95小節のソプラノとアルトを交叉させる独創的な半音

階mR19)．更には第97～100小節の３声部の和音化された半音階胴例２０)．

これらのパッセージはいずれもリスト独特な音型で，技術的な面からは第二版以上の高度なも

のを求めている．しかし忘れてならないのは，こういった名人芸の裏に存在する曲統一の意思の

強さである．それらは単なる表面的な半音階のパラフレーズだけの意味では無い．
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譜例15）

一 ］一 淨 口
■
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第二版 第三版

譜例１６）
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譜例20）

瘻董譽董彗鬘
更につけ加えると，第二版でも多少はっきりしている事だが，この４つの変奏部が実は４楽章

制のソナタで投影されたものとして，より明確にされている事である．第一楽章に相当する

Var．ｌは主題と同様Allegroの部分であり性格的に両版共相違は無い．緩徐楽章に相当する

Var､２の部分(第三版では第62小節～112小節)に砂いて，その楽章イメージを表出するのに第三

版では工夫がなされている．第二版ではテノールに主旋律を与え，右手の動きは第二版の冒頭の

重音の３度上行形の順次進行より成っているがパスの４つの音による分散和音はあくまでも４分

音符のリズムによる拍節構造の柱になっている面倒21)．

譜例21）
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第三版では，テノールに旋律を与えるのは同じであるが，左手に10度，あるいは２オクターブ

以上に広がるアルペジョの響きを導入し，しかもパスの動きを省略する事により２分音符が拍節

構造のリズムの柱に変わり，ゆるやかな性格へと変容している．（この手法は第３番でも見られ

た．杼情的雰囲気を表出する為のリストの一つの個性と考えてよい.）しかも右手の動きは単なる

分散和音に変更され，聴覚的にもゆるやかな旋律だけに意識される様工夫されている”22)．

譜例２２）
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6F BＦ

もっとも，この分散和音は演奏技術の立場から見ると少し困難な要素がある．第三版で今一度

この音型がでてくる160小節～166小節の部分閉例23)と，それに相当する第二版の第152小節～158小

節の部分閲例副を比較して見る．

後者の方も確かに第２指，第３指，第４指，第５指で同時に力強く打鍵する事が要求されてい

るが，第１指と他の４つの指の交互打鍵運動は，指の構造上極く自然な運動と成り得る．つまり，
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譜例23）
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第１指の第３関節は丁度手首の所にあり，他の４本の指の第３関節(ピアノを弾くという指の運動

からすると最も重要なジョイント.）は丁度手の中程にそろっていて，二つの部の交互の運動はそ

れ程不都合は無い．試みに次の様な実験を行ってみるとよく解る．

空中に手を水平に浮かしてピアノを弾く行為をする．まず第１指だけ動かす．その時他の４つ

の指への運動の影響は無い．次に，第２指，第３指，第４指，第５指と一本ずつ各々動かしてみ

る．（あたかも空中でピアノを弾くがごとく．)そうすると，隣りの指がつられて動くのがよく解

るはずだ．第１指には影響が無いのも解るはずだ．つまり，第２指，第３指，第４指，第５指は

常に同じ方向に運動しようとしている事が理解できる．故に，この第二版の分散和音奏法は音が

多いにもかかわらず，指の運動機能の面から言うとそれ程難かしくは無い．

所が前者の分散和音…)の形では指使いが閥又はｲﾖに限定される訳だが,；ｉの指使いで
の奏法は手首の回転運動を利用する事によって比較的容易にできる瞳４１．これに対し召の指使
いは少々問題がある．先程の実験で解る様に，第２指と第３指は常に同時に同じ方向に運動し
ようとする.それ故沼の指使いは指の運動機能からすると不自然な事を要求する事になるので
福の指使いよりかなり難かしい､この様にちょっとした音型の変更でも技術的には相当の困難
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が生じるという一つの良い例であろう．ちなみにこの両方の指使いによるトレモロは，この曲集

の第６番や「巡礼の年」第３年の第４曲「エステ荘の噴水」等に顕著に見られるので参考にされ

たい．

さて次に，第三楽章に相当するＶａｎ３の骨拍子(第二版も同様)は舞曲的性格を持ち(第三版で

は第114小節～135小節)，第]36小節以降の第四楽章に相当するVar､４は÷拍子(第二版も同様）

の急速な終楽章の性格を持っている．その急迫性は主題旋律が十拍子から÷拍子に変わった事に

より半分に音価が縮小された事に起因する．そしてレチタテイーヴォが13小節挿入され．_

ダ柱5)が続く．

こうして見ると，この第４番は技術的には第二版より高度に複雑になっていて，構造的には主

題と変奏という基本は変わらないが，序奏とコーダをつけ加える事によって拡大化を図る一方，

Var､２の部分に多く手を加える事によって４つの変奏にソナタの理念をモンタージュさせるとい

う試みを行い，作曲技法的に見ると半音進行という動機で全曲の統一を図っている．

「第５番」

第二版から第三版へ改訂された部分の比較検討した結論を先に述べてしまうと，第二版の左右

同等の動き，音型等の所は全て何らかの方法で分離させられ，対位的な動き，響きの導入が第三

版では顕著になり，結果として平面的なものから立体的なものへの改訂と言える．

第７小節～，小節を較べて見ると，第二版では減七の分散和音は両手均等な32分音符であるの

に対し，第三版では右手は32分音符，左手は１６分音符と半分の運動にする事によって二つの声部

の意識化を図っている閲例2９．

譜例25）
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￣~~－ｺ■ﾛ■■亘Ｌｕ■

第二版 第三版

又，続く和音打鍵も第二版は左右同じリズムで同じスタッカッシモで奏され，第三版ではソプ

ラノの旋律だけにスタッカートで奏される様指示がある．しかも旋律の32分音符の動きを際立た

せる為に他の音は同じ様にきざまないように変更されている．つまり前者は和音打鍵という素材

が前面に押し出されているのに対し，後者はあくまでソプラノの旋律をいかに意識させるかに注

意が払われている．ここでも旋律と和音という二つの事柄が対比させられている．

それと同じ考え方の延長として，第二版の第27小節(第三版では第28小節)の左手の動きがあ

る面倒26)．

又，第二版の第３，小節(第三版では第40小節)の最後の左手の動きも同様田0127)．

又，第二版の第48小節～51小節(第三版では第49小節～52小節)の左手の分離固例２８)．

更には，第二版の第７１，７３，７５，７７小節(第三版では第７３，７５，７７，７９小節)の内声部等臼…)．



F・リスト：「超絶技巧練習曲」の変遷（IＤ 127

譜例２６）
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以上列記した所は全て平面的なものから立体的な方向への響きの変容が見られる．これらの変

更に伴う演奏技術の較差は大した事は無い．

次にこれは技術的と言うよりも物理的な問題の変更がある．10度の問題である．譜例25の第二

版の左手を見ていただきたい．この10度の和音は手が小さい人肱`)にとっては演奏不可能な和音

であるが，それだからといって決してずらしてアルペジョの形で弾かれるものでは無い．もしそ

うすると，リストの要求したスタッカッシモの響きは再現できない．第三版の改訂された和音を

見るとほっとする思いである．この問題は第三版の第84小節でも考慮されている．

それから，結尾は全面的に改作されてが，第三版では４度，５度による分散和音という変わっ

た響きを表現して，和声上斬新な手法を示してくれている田圃３０)．
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謂例30）
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「第６番」

この曲で最も改訂されているのは第１小節から第１Z小節までの部分である．第二版田例３１)では

全て左手で演奏するよう指示されているが，第三版田例32)ではその指示は無く両手で弾かれるべ

きものであろう．
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そして64分音符の分散和音も，音が２個減少されそれだけ演奏は容易になっている．この音型

は第13小節から第１，小節にかけての左手でも同様である．

第26小節の３拍目以降の音型は第二版では32分音符４個だが，第三版では６個に増えて指の俊

敏さは多少多く求めわれている”33)．

又，第二版の第66,68小節の重音のトレモロが第三版(第64,66小節)では右手のみオクターブ

のトレモロに変更されている．

８０．．･･･

膳

0●●●●●●0ＯＤＣ■■●●●●●●●●Ｃ▲●●●●●●●ウ●●ＣＣＣ●●●●●･●●い●●●●■Ｃ●●●ＤＣＣ●●●●●●●●●●●●●●●｡●Ｃ●●●■■

［i菫雪l芸i彗韮
￣

ｒ

▲0

Le且to.(且.凹
一

J)． ﾌﾞG）
Ｂｉ魚ilDD0DmP而餌｡｢CBI、＝＝

-1■■■■■I■-－－■■■￣

￣￣￣ ヨユ ＝￣ ＝匡

巳胃閂上

ユ
ニ

隆
『

ユ
ニ

腿
「

ユ
ニ

￣

■■■■■■■■■■

￣

｜
』
】 ﾖ三 旨

｜
イ
。

｜
｜
■

』
一
・

』
｜
■

｜
『
ヨ

■
』
己 召昌Ｅ

｜
｜
】 蔓覇

｜
刊
可

』
二
屯

』
』
宅

】
』
己

一
己
可 差

Ｂ
二 一

■Ⅱ

■●●

iＩ

田

ツ

■■■

二Ｆ〒万

｜
■

｢P
巴■
P■■■Ⅱ

P上田士士E七LL田
■￣！■二二

１－FT四円后、｢ＴＴ１、、

h上生h白歯凶h生僧目

ヨ

￣

｣
E＝

」
白曰皀＝国

TＴ:ｒ
胃■． 巳

■
臣

け
字

伜
一
ら

２
』

｜
｜

戸

素

一
ら
室

ワ
■
』
『 Ep学にﾛ弓主E三 主EE宝柱室屋＝三

--￣

▲ ハ lムハ

慮差詐竺 ￣￣＝
①

Ｐ

１１
“ﾛ価ＩＤ

ノー 請’
￣＝Ｉ

弔うﾖヨ
￣＝

－－

1．１ 「－F開 壱

■
■
■ 巳-－

l■Ｉ

芝 ＝篭



F・リスト：「超絶技巧練習曲」の変避（Ⅱ） 129

謄例33）
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彗雷鍾亨霧蘓壼房薑露
第三版第二版

鰭例34）
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第三版第二版

まとめてみると，音楽構造上は何ら変更なく，音の数を減少して演奏の運動面からすると少し

楽になる位で，第二版と第三版の間には冒頭の演奏手段を除けば基本的には殆んど変更無しと言

える．

「第７番」

第二版の第９～２８小節に相当する部分が第三版では第９～19小節であるが，これは大いなる

改作の部分となっている．第二版では序奏の出だしの急速な分散和音の下降音型を更に延長

し屈例3s)，その後テンポをprestoに変え同音連打を音楽の基調としている田例顯)．動機的にはテーマ

の動機Ａ圖例幻)の縮小の連続と見る事ができよう．しかし技術的な面からすると，第１指と第５

指で8分音符を連打し，第２指，第３指，第４指で４分音符の運動をするという合成された二つ

の運動が必要なので多少高度な要求がなされている．

譜例35）
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￣で■■■■￣￣■■■■■■■■■--1■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■l■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■-－ニョ■■■■■■I■■■.￣￣～Ｉ■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■

譜例36）

QuBBlProoto．
■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■

■￣■－－－－－－￣￣￣￣￣￣－－－－－－－－－■■■￣－

口■■ご■■■■ヨ■■■￣￣－－－－－－－ご￣－－－－－■￣－－－－－－－－－－ロー

■￣￣■■■■■■￣■￣－－－■■－－函～￣■￣■－■１回－－－－－－－－－－－￣■￣ロー

￣F￣■■■￣■￣－－■－－■■－￣￣

￣０UＩＵＯ

購茎副5日;圧冒
￣

＝ロ 昌三Ｅ
￣

■■■■■■

￣

QＪ

ヒョ而巳ユニ
￣

LＥ
－－－ＣＯ凡/b”n
Il-lB｡．＿二二

ロ

１－
＝

Ｕ￣

＝ 畠
Ｕ-
－

二

・・二Ｌ＝卜音ｃ
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譜例37）

鬘讓藝簔Ｉ 息…認鋤…沙 ￣

これに対し第三版では，分散和音の音型は省略され，動機BnD13nをこの序奏の後半部の素材

としている随例期)．技術的には第二版に較べるとかなり容易になっている．

譜例38）

鑿簔i壽篝鐘菫グー､｢～
次に，第二版の第54～62小節(第三版の第45～55小節に相当する）も大幅に改作されている．第

二版では序奏の華美な音型を中心に楢成されているが，第三版ではテーマの展開になっている．

しかも技術的には容易になっていて，音域も中音域から下の方だけに限られ，第二版の幅広い音

域での技巧を前面に出す姿勢とは正反対になる．その後序奏の音型を続け対称性を良く考えた構

成の仕方を採っている．

又，第二版の第81～85小節は第三版では第73～86小節に相当する部分であるが，前者は跳躍進

行を伴う分散和音が主たる要素であるのに対し，後者は10度の音域の分散和音に変更され，その

後序奏の後半部の動機Ｂで構成された部分が続く．技術的には第三版の方が容易になっているが，

次にテーマの変奏が続く所であるだけに序奏からテーマへ入いるという構成がここでもう一度確

保されるという相関性のある手法を採っている．

次に，第二版の第98～134小節の部分は第三版では省略されている．ここでは，テーマがパラ

フレーズされた部分厨例調)と序奏の後半部の音型が利用された部分田０１４０)より成っているが，共に

技術は非常に困難であり又それを誇示する部分でもある．

譜例39）

ＰｌｉＰｎｌｍｑｔｏｎｎｃ⑪正巳．

鑿二E露鑿□’四P｢●〃んocoOO －－
●●

●●
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譜例40）

筐鬘讓臺鐘鑿薑GEG犀鉦聴

それが省略された意味を考えると，そういった名技性の強い部分は，音楽構成上絶体に必要で

あるという理由づけをリスト自身見い出す事ができなかった，あるいは否定する立場に変わった

という内的なリストの変化と思わざるを得ない．

「第８番」

第二版の冒頭の音型と第三版のそれを較べると極端に第三版の方が容易である事に気づく．

の曲全体を通してその音型は全て単純化されている．演奏者にとっては福音とさえ言えよう．

に第５小節の左手の10度の和音も第三版では簡素化されている刷例41)．

こ

更

譜例41）

菫壽壽鬘露
■■Ｅヨーーーーーー￣￣

“、。且
■■■■■

巳巳巴■■

第三版第二版

第二版の第86小節(第三版では第85小節)の右手の音型もこの曲の冒頭の音型より敷桁されたも

のであり，その複雑な指の運動に変わりはない画例42)．それが第三版では単純化されている田例43)．

譜03142）

0㎡Ubm84b釘狗■ＰＣ(ａｃ回P７曲鍼､,9■pBILdh甲JU…｡…､） ￣

雫=琴＝＝=雫二三憲一"Ｐｒｒ

譜例43）
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２上上００扇Ｆ円
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又，第二版の第135小節以降の音型(第三版では第134小節以降)も単純化されている面倒44)．

譜例44）

AmlmB9cll8G■PC。 TｂｍＰＤＬ

零壼雫壼雫壹壼『
第三版第二版

第二版の第161小節～222小節は(第三版では第156小節～163小節に相当)は大幅に改訂されてい

る．その内容は，和音打鍵，オクターブ奏法，トレモロ，分散和音等の技術を最強に，最大に速

いテンポで演奏される楽節と囲例45)，主部の再現より成っているが，第三版ではそれらの技術誇

示は省略され，右手のトレモロとそれ以前の動機の延長の組み合わせでリストは満足している．

譜例45）

筐篶鑿護露鑿
Ｉ

第二版の第227小節(第三版では第172小節)の右手の音型も第三版では左手の音型と同じにして，

より単純化，それにも増して統一感を与える様に変更している”‘`)．

譜例46）

菫護ii菫璽 ［
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■▲■■l■■■■■■■■＝ロ■
Ｕ■■■P■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■-1■■■■■■■■■■■■■■■■■

￣■■■￣■■■■■■■■■I■■■￣■■■■■■■■■■

｜■■■■|■■■＝■■■■■■■■■■■■■■■￣■
■■■Ⅱ■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■I■■■■■■■
￣■＝￣庁r－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■ﾛ■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■r■■■■■■■■■■■

第三版第二版

第二版の第237小節～240小節(第三版では第178小節～181小節)のトレモロも，オクターブ打鍵

に変更され，第261～275小節(第三版では第２０２～215小節)の右手の音型も，第三版では単なる和

音打鍵に変更されている田例4刀．
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譜例47）

第三版第二版

全曲通して言える事は，第二版で技術的に拡大，複雑化している音型なり楽節，部分はことご

とく第三版で縮小，省略されている．

ここでも色んな意味で簡素化が図られている．

「第９番」

第三版の第２小節，第３小節の左手のアルペジヨ奏法は「3番」と共通するものがある．杼惰

性のより明確な表出に利用している事はリストの表現法に一致性を見い出すことができる”48)．

譜例48）

塵…藝臺藝臺
第二版 第三版

又，第10小節～12小節の右手の音型の処理の仕方は，第三版の方がより織密と言える．つまり

第二版では６度同降の動機だけを繰り返すだけだが，第三版では６度下降の次にその反行形の６

度上行をつなげ，その対比性を生かしつつ６度下降の連続するカデンツァに流れ込むという風に

変更している田DM9)．

譜例49）

曹一Z=、mPoeo■ｎＨｍＢＥｏｂ

dbU面

!」

第三版第二版

この動機処理の妙味は第78小節～82小節にも見られる．第二版ではやはり６度下降の羅列だが，

第三版では順次進行の動機を取りまぜながら一種の変化，緊張感を作り出している．この事は一

見複雑に見えるが動機処理という作曲技法の大きな要素であって単純から複雑への移行とは簡単

には言えない肪例５０)．

又，第15小節以下の主部に紗いて，第三版では第二版の伴奏和音の音の減少した形に変更され

ている．演奏技術的な面から言うと，右手はいわば－オクターブ以上に渡る２声体の処理となさ

されているものが，単旋律だけの奏法になって非常に簡素化されている団倒51)．
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譜例50）

塁璽睾全農=き－隻鐸碁墨
dか

■■

：… ●や●●

第二版 第三版

譜例５１）

欝塑:麩蓋≦薑璽

筐鬘簔壽壽二 罎讓=零－一
第三版第二版

「第10番」

この曲の主題旋律の一部である第３小節の変更は注目しなければならない．第二版には右手と

左手の拍子の違いにリズム的なおもしろさ，複雑さがあるが，第三版ではその複雑さが一掃され

同一の拍子の動きの中に旋律がまとめられている．この変更は終りまで不変である圃例52)．

譜例52）

ｎＣｇＯ●琿也・ＢｇｍＳＩ｡．

第二版 第三版

又，第13小節及び'5小節の変更も意味のあるものに見える．第二版では冒頭の動機Ａ固例52)を

ソプラノとパス声部に受け持たせ，内声部に８分音符を加えた四声体の動きであるのに対し，第

三版では動機Ａを処理しているものの，左右の手によるトレモロ奏法に変更してある．この奏

法は冒頭の奏法より敷桁されたもので，全曲を通してこの音型は随所に見られ，この曲の一つの

性格の一翼を荷っている醜５３)．

譜例53）

､－－－－－ニーーーーーニニニニー~

平ﾄー－－－=｡~~■Ⅱ
ロー－ローーーニー￣ －

－－■＝＝＝￣

■----￣￣■--■■￣＝-

㎡P■■P

第二版 第三版
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第22小節の左手の分散和音の形も少し変更されている．第三版では音が減っている変わりに，

音域が拡大されている届例５４)．

欝例54）

（薑臺臺菫臺臺
第三版第二版

音が減るという事は技術面から言うと容易になる訳だが音域が広がっているという事は又新し

い技術課題が与えられた事にもなる．俊敏なポジション移動が要求される急速なテンポでは，か

なりの難技巧に属する．例えば第三版の第２，～30小節の左手の運動がその一例圃例5s)だし，音型

は違うが第126小節の左手の動きなどはその極めつけとも言えるだろう面倒鋤．だからこの事に関

して言えば，技術的に簡素化されたことは一概に言えない．

騎例55）

●●●●●●●■●●●●●●●●●■●｡●●●ﾛ■●●●●亡ニニ●●●Ｌ＝ニーニＤ●●、●●●●｡●●●●●■●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

鍵ﾆｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ

■■■■■■■■■■■マヨ■■■■■■■■■■■■■ｌ■■■■■■■■■■■－－￣■

■■■■■ｐ■Ｆ－－■■■シ■■■■■．■■■l■■■■￣■＝

￣￣－１■■■■■■■■Ｐ￣■■■■■■■■l■■
Ⅱ■■

lMlLFi56）

筐董鑿董臺
曰目

第31小節以降の左手の分散和音の音型にも変更が見られる．第二版の音型の特長は第１指と第

５指の急速な収縮運動によるポジション移動であるが，第三版のそれは比較的幅がゆるやかにな

っている．但し各指間の広がりは第二版よりある．というのは第二版では主として－オクターブ

内のポジション移動があるのに対して，第三版では12度前後の音域での運動が加わるからであ

る田例57)．

第54～60小節は第三版の方が音量が増し，旋律もオクターブ奏法になり，しかも両手で協力し

合って奏する様になり，第二版の簡明さは無くなり重厚な響きへと変更されている固…)．技術的

には，各々の右手の運動は性格が異なり，どちらが困難かは言えない．

第二版の第61～105小節は第三版では第61～89小節に相当する部分であるが，ここでは全く改

Ａ０．

ロc“ＭｃｆＤｃｄｐ”ｑｍｉｂ“[ｃｐＢ“６

皿Ｆ~。」￣］ 、ｒ鳶‐ヨ

国。－￣
■■■■■■■

｡

nＪ－－

０
－ 因 ＝ろ 尼］ －１重j現圀
壷

￣
■■■■■■■Ⅱ■

､■■■■■

。
■
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譜例57）

筐霊讓壽壽壽
第二版 第三版

譜例58）

１２J■■ﾛロ四．■■[nｍ

第二版 第三版

作されている．前者の内容は基本的にそれまでの諸動機の組み合わせや展開に当っていて，技術

的には急速な跳躍進行が多く又，１０度のトレモロ，１０度の和音打鍵等，かなり巨匠的なものを要

求している．それに対し後者は内容的には，やはり前に示された主題や動機の展開部分である事

は同様であるが，前者程特殊な技巧は要求されていないので，多少容易になっている．

第二版の第179～208小節は第三版では省略されている．この部分はｐにstofbroceと指示されて

いて，より名技性の強い部分であり，急速なオクターブ奏法，和音打鍵，幅広い跳躍進行等が中

心になっている．

以上，改訂された部分の比較検討してきたが，ここでも技巧が前面に出されている所は省略，

縮小され，音を減少して音型の簡素化がなされている．しかし，逆に運動面で困難になった所も

あった．

「第１１番」

第二版に見られる冒頭の４分音符の連打は第三版では二声に分割され(そこに空間を感じさせ

る.)パスではシンコペーションの動機を新たに生じせしめられた．しかも，その動機が終止全曲

を支配する様な変更がなされている．又，第２小節，第３小節，第４小節の頭のフエルマータの

指示は，時間の静止の中に響きの空間を植えつけるといった立体構造を示している紺例5,)．

譜例59）

ﾛ■■■■■■■

■

■ﾛ－－■■￣－－■■■＝ ￣－－￣￣￣￣

Ｐ￣＝■￣￣￣■■■－－－■＝■■■■ロ‐￣＝－－■■■￣■■＝－－１■■■■■＝■■￣

■￣＝＝■■■■■■■■■■■■■■■－１■■■■■ﾛ■■■ｌ■■■■■■■■ －－－■■■■■■■■■Ⅱ■■■￣r-I■■■＝￣￣

■－－￣■■■■ｌ■■■■■■■■■■■可■■■■■■■■■■■￣■■ﾛ■ﾛ■■■■￣■

￣･ﾛ･■■■■

■■、=￣＝＝ニーーーー.－－－－－＝二＝＝＝＝．.－－－－－－－－－．．
￣ ￣￣－￣■■■■－ －■■■■■■■■■￣

■ ■■■■■■■■■■■

写謹－－＝＝＝=＝記ニーー三二＝＝三＝
-口･■■■１．

行、Ｐ巴、行、

＝＝＝二＝＝
．帛宕一一一一■-ロー■＝－－

＝二－＝'■＝■.－－．．Ｄ,－．.

…Ｐ｡｡□瓦丘冗ご釣

第二版 第三版

音の減少傾向の面について較べてみると，第二版の第８小節以降のフレーズ(第三版では第１Ｏ

小節)の中の左手の部分の音の減少が見られる．又，第二版の第１４小節(第三版では第16小節)の

音型にも音の減少は見られる．しかし，この減少の意味は単に技術的負担の軽減の為だけとは考

えられない．というのは，第二版の第49小節，第５I小節(第三版では第50小節，第52小節)の部分
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は第三版では音が増加しているからだ．その部分は音楽上の一つの山場を形成しているiHB16o)．

譜例60）
●｡◆●●■■●甲□ｂ包む●■●●□■●■■■■■■■■●■■■ＤＤｂＤｄ●

筐鑿薑鬘菫菫 別HUB■■。Ⅱ皿■■Ｂ■ﾛﾛ■。、■ロ

第三版第二版

むしろ，第二版の画一的な音色より，より響きの立体化を音楽のエネルギーの変遷と一致させ

ようとした試みと見るのが自然である．第５,小節から第７，小節までの部分ではより一層意味のあ

るものとなっている閉例61)．

譜例61）

筐菫薑薑工臺霊二
第三版第二版

第二版の内声部の動きは全て省略され，第三版では柔らかなアルペジョの響きに変えられてい

る．言わばこの部分は動きと動きの部分にはさまれた静の部分であり，エネルギーを貯える楽節

に変更させられた．動があって静が存在し，静があって動が存在するという理念を巧みに表現し

た顕著な変更である．

第三版の第80小節からは左手の運動が１６分音符の分散和音の衣を脱いで，厚みのある和音連打

に変わっている．そしてそれは新たなる大きな音楽上の頂点への予感を与えている．

又，第二版の第95～127小節は第三版では全て省略されている．その部分はこれ又，名技的な

部分であって音楽構成上リスト自身が否定したという事を忘れてはならない．

とにかく，この曲に紗ける変更の大きな意味は，第二版の画一的平面的な響きをより立体的な

響きに変えるという所にあり，その為に諸々の改正を行っている．

“

「第１２番」

第二版では第１小節～13小節の序奏があり，又第６2小節～72小節にもう一度その序奏が調を変

えて挿入されている以外，全てトレモロ運動より成っている．第三版では序奏は省略され第62小

節～72小節に相当する部分にはＩ小節だけ即興風な８分音符中心の和音打鍵が挿入されているが，

この曲の主たるねらいのトレモロ運動は色々と変化させられている．画一性から多様性への変換

とも受け取る事ができる．所がその結果，技術的には少し容易になった．例えば第二版の第22～

23小節の部分(第三版では第９～１０小節)を見ると，左手のトレモロが省略され，右手も，旋律は

オクターブに重ねられたけれど，トレモロの部分は旋律の一オクターブ内にポジションを移行さ

れ，跳躍進行という困難さから脱出する事ができるようになった．又次の小節では，両手交互打

鍵のトレモロに変更され両手共に半分の労力で済むようになった閲例62)．

この方法はその後頻繁に用いられるが，旋律とトレモロが跳躍してポジションを移動しなけれ

ばならない時でも，第二版のそれより半分時間的余裕が生じて，その分演奏は容易になる．第二
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譜例62）

■

FDワ

第二版 第三版

譜例63）

崖菫鐘董
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１
Ｊ
■

第三版第二版

版の第36小節(第三版では第22小節)はその典型的な所であろう田例`3)．

又，第三版の第52小節(第二版では第77小節)の跳躍進行も半分容易になっている圏倒")．

譜例64）

ﾛﾛｮﾛﾛｮﾛＵョⅡﾖﾛＩ

第二版 第三版

技術的な面だけ見ると，第二版は常に同じトレモロ運動をしなければならないのに対して，第

三版では種々の変形が音響上の変化をもたらすと同時に演奏も容易になっている．

そして，第三版に船けるもう一つの大きな変化要素は半音階である．第三版の第37小節(第二

版では第50小節)に初めて出てくるが田例65)，その半音階の使用は非常に計算されていて，この曲
がトレモロの練習曲であるにもかかわらず音楽構成上大きな武器になっている．

半音階の音域は最初は５度以内で，次いで６度以内，９度-12度～と音楽の緊張を高めて行き

最終的には主題が再現される第49小節で最高頂に達する曰…)．

トレモロの嵐の中に，この半音階の音型を巧妙に導入し，楽曲構成に多大な変化を与えている

事は第三版に紗ける大きなポイントと成っている．
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譜例65）
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「超絶技巧練習曲」の第一版と第二版と第三版を机の上に並べて，その三種をちょっと見ると

第一版と第二版の違いはすぐ解る．前者はひっそりとした音符のたたずまいが無邪気に話しかけ
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てくるようだし，後者はページからはみ出さんばかりの音符が目に飛び込んでくる．そしてその

右隣りの第三版も蟻の大群がまじっている様に見えてただただ目を見張るばかりである．

ところが，今第二版と第三版を比較検討した結果，その差違は驚くべき程あって音楽の本質的

な面から言うと，むしろ第一版と第二版の差違より大きいと言うべきである．言ってみれば，第

二版は指が音符を支配し，第三版は頭が音楽を支配した結果だ／

しかし，良く考えてみると両版が成立した頃のリストが置かれていた立場の違いが，そのまま

五線紙上に表われたとも言える．リストは第二版を作曲していた時代は，作曲家と言うより，ピ

アノ演奏の巨匠としての活動が主であった．彼のこの時代に作られたピアノ曲の作品表を見ると

何と編曲物が多い事か．リートより，オペラより，交響曲より．自己の演奏技術を最大限に使っ

て希有のピアノ曲をおびただしく世に知らしめしている．1台のピアノが表現でき得る全てをこ

の時代の作品に投影している．しかし'847年を境にステージに登らないリストには過去の作品は

全ていかがわしいものに思えたかも知れない．それ故自分の作品にメスを入れ本当の芸術作品を

創造する事にしたのではないだろうか．この超絶技巧練習曲の決定稿を前にしてリストのいくつ

かの方法論が解る．今一度第二版と第三版の改訂部分をまとめてみよう．

・カデンツァ的楽節の除去

・音型の多様化

・音符の量の減少化

・動機処理の実質的導入

・楽曲内に砂けるエネルギーの濃淡の意識

これらの事をまとめて考えると，外燃性から内燃性の道を歩むリスト像が浮かび上がってくる．

確かに，ピアノの練習曲として見れば第二版の方が意味があるかも知れない．だが，練習曲と言

う衣を借りて真の芸術作品を生み出す方がもっと意味がある事だ．ここでもう一度Ｒ・シユーマ

ンの言葉を思い出してみたい．．もし彼が祖国の好意をかち得ようと思ったならば，前にいった，

古い練習曲にみられるような快い明朗さ，単純さに立戻らなければならない．彼は簡単にする代

りに複雑化する道をとったけれど，本当は逆の道を進まなければならなかったのではあるまいか．

そうはいっても，彼は練習曲を書こうとしたのだし，いやしくも練習曲というからには作品のむ

ずかしさは，最大の困難を克服しようという意図からでているのであるから，その目的に免じて

許されてもいいわけで，このことを忘れてはなるまい"住､、

これは，シューマンが超絶技巧練習曲の第二版に対する評論である．リストはこの評論に対す

る返答を見事に第三版で成し遂げた．誰にもまねできない彼自身の言語で／
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